

























































(⚕) The Declaration of the humble Suit made to the King`s Majesty`s most
honourable Council, by the Citizens of London, 1552, in Thomas Bowen,




























































(⚗) Ordinances and Rules for the Government of the House of Bridewell, 1552,





































































































































































































































































































(14) Pewterers Company, Court Minute Books, Vol. 1, 1551-1561, Guildhall
Library, MS. 7090, 1, fol.81b.
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ューの徒弟であったジョン・スミスが，親方と監督官と助手によって
監房へ送られた。というのは，彼は昨年，ジョン・カトラーとおぼし
き人物に一定期間仕える約束をしたが，その約束後の 2日以内にメイ
ドストーンへ行き，ある鋳掛け屋の所で働き，鋳物を作っていた。そ
して男性のサーヴァントや徒弟たちに対し，自分がかつてしたように，
彼らの親方たちに反抗するように唆したのではないかとの嫌疑が掛け
られている。
さらに，1559(1560)年 1 月19日，上述のスミスは反抗的な性格ゆえ
にブライドウェルへ送られた。というのは，彼はどうしても服従しよ
うとはせず，カウンター監獄に入れられた時よりもずっと悪くなって
出て来たためである。
同ジョン・スミスは， 1月24日，ブライドウェルから釈放された。
彼は親方と監督官，助手，一部の衣服商，ヨーマン，戸主，職人たち
の面前で，跪いて服従し，カンパニーに許しを請うたのである。そし
て二度と再び反抗しないこと，もしも反抗した場合はカンパニーから
永久に追放されることに同意した
(15)
。
この史料に従えば，ブライドウェルへの送付が有効であり，ジョン・ス
ミスの行状は改善されたことになる。記事から判断して，⽛監房送り⽜は
カウンター監獄への送付を意味していると考えられる。
徒弟やサーヴァントが親方の下から逃亡するケースもしばしば見られる。
そうした逃亡者がブライドウェルに収容された後，再び受け入れる親方も
いれば，受入れを拒否する親方もいる。次の事例は，兄弟が就労を保障す
ることで釈放されている。
アーサー・ピル。プレストウッド氏の元サーヴァント。彼の親方と，
(15) Ibid., fol.90a.
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彼の兄弟で皮革商のジョン・ワーズにより送られて来た。というのは，
彼は親方の下から逃亡し，現在ごろつきであるためだ。彼は今月，ず
っと当所に収容されているのだが，今回，彼の兄弟が彼を引き取り，
皮なめし職人に就労させることを約束した。それで彼は懲罰なしで釈
放された。〈Vol.3, 1576(1577)2/19〉
以上のように，⽛法廷記録⽜に基づき，道徳の取り締まりをめぐるブラ
イドウェルの活動を見てきたが，その活動はブライドウェルの理事や巡察
官によるものだけではなかったのである。家族や親戚も含めて，様々な立
場の者が道徳上問題のある人物をブライドウェルに連行できたし，また懲
罰や収容を依頼できたのである。そうすることによって，⽛不品行⽜や
⽛怠惰⽜，また⽛反抗的⽜な人物を矯正しようとしたのである。ブライド
ウェルの役人のみではその活動も限られたものであったが，言わば誰もが
この施設を利用できたため，その活動は幅広いものとなったのである。
この事実は，道徳の取り締まりがロンドンの都市当局から民衆へ，上か
ら下への一方向的なものではなかったことを意味している。上記の事例か
らも明らかなように，道徳は民衆統治のための道具ではあったが，民衆自
身もそれを受入れ，道徳化の動きを押し進める面もあったのである。この
点について，もう少し事例を上げつつ述べてみたい。
Ⅳ
近世ロンドンの近隣共同体の結束は，一般に今日よりも強固であったと
考えられる。近隣共同体のメンバーのなかに，何か違法行為や道徳違反を
行う者がいれば，ブライドウェルに通報したり連行したりすることがあり
得た。
牧師のウィリアム・アイルウォードの妻であるアン・アイルウォー
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ド，ジョアン・ウェストコート，そしてジョアン・ケヴェルが証言す
ることには，彼女たちはジョアン・サットンが賃金労働者の男とベッ
ドにいて， 2人が関係するところを壁越しに見たということである。
当のジョアン・サットンは関係を持ったことを否定したが，前述の目
撃者たちが彼女の面前でそのことを断言したので，ジョアン・サット
ンは裁定により矯正を受けた。〈Vol.2, 1575/3/26〉
このような⽛壁越し⽜の目撃の記述は，⽛壁の穴⽜や⽛ドアの穴⽜から
の目撃を含めて，⽛法的記録⽜にはよく見られるものである。隣人たちに
よるこうした行為は，近隣共同体の秩序を守ろうとする行動であったが，
次の事例はさらに積極的なものである。
アン・ルウィス。ブロークン・ウォーフのパン屋であるロバート・
ルウィスの妻。売春婦として治安官によって連れて来られた。そのア
ンの隣家に住むトーマス・デイヴィスの妻であるジョアン・デイヴィ
スが証言したことには，先週の木曜日， 7月19日の朝に，彼女は自分
の家にいたのであるが，そのアンとバーテンのジェンキン・ヒューズ，
別名ウィリアム・ジェンキンとがベッドをともにし，いかがわしい行
為をしているのを，壁越しに目撃した。そしてそのことによって，彼
らを捕まえたのである，と。そしてまた12人以上の彼女の隣人たちが
証言することには，彼女の夫が外出している時，いろいろな者たちが
何度も彼女の家に来ては，夜の11時や12時に不審にも彼女と 2人きり
でいたのである。そしてその隣人たちは，彼女にたびたびそのことを
警告してきたのであるが，彼女はやめようとはしない，ということで
ある。そのアンとジェンキンは，実際，申し立てられた通りに，罪を
犯したことを自白した。彼女は懲罰を受け，労働につかされた。〈Vol.
3, 1576/7/21〉
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記事では売春婦とされているが，不倫とも考えられる。このように夫以
外の男性と交際を続けるこの女性に対して，隣人たちはしばしば警告を与
えたとされる。だが，彼女は交際をやめようとしないため，罪の現場を押
えて捕まえたとのことである。隣人たちはこうした実力行使によって，近
隣共同体の秩序や道徳を守ろうとしたのである。この隣人たちは，その名
に敬称が付されていないことから，民衆であることは確かである。すなわ
ち，民衆自身も道徳の取り締まりに加わり，その動きを押し進めていたの
である。売春宿の存在を住民がブライドウェルに通報する事例も残されて
いる
(16)
。
こうした民衆による道徳の取り締まりは，⽛怠惰⽜についても同様であ
った。
ロバート・ベイカー。セント・ジャイルズ・イン・ザ・フィールズ
に居住。そこの住民によって当所に送られて来た。というのは，彼は
自身の生計を得るために働こうとはしないからである。彼の言による
と，彼は織物職人であるが，この 2年間は仕事をしていない。彼は彼
の妻と，妻の母親から，不平を申し立てられている。彼は労働につか
された。〈Vol.3, 1578/1/16〉
働かない夫に対する妻とその母親の不平に基づいて，住民たちが当人を
連行して来たのである。
(16) 例えば，⽛ウィリアム・フルウッド，ジョン・メイソン，ウィリアム・レ
ック，エリザベス・ベッドバウ。ロング・レインの住人たち。そして様々な
他の者たちが，当所において不平を訴えた。すなわち，トットゥルの妻はロ
ング・レインの自宅において，最も忌まわしい売春宿を営んでおり，一日に
60人から80人の男たちが，売春の目的で毎日そこにいる 4， 5人の売春婦と
関係している。そして，いろいろな若い男女がそこで病気になったり，⽝た
だれ⽞を負ったりしている，と。⽜〈Vol.3, 1579/6/20〉
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Ⅴブライドウェル矯正院は，不品行で怠惰な売春婦や浮浪者を収容して強
制労働を課し，その怠惰を矯正することが直接の設立目的であったはずだ
が，実際には売春婦や浮浪者に限らず，ロンドン住民全体の道徳を取り締
まる活動を行っていたのである。そうすることによって，同職組合はその
構成員を，親方はその徒弟やサーヴァントを，近隣共同体はそのメンバー
を，親はその子を，それぞれ服従させることができた。あるいは，少なく
ともそれを通して服従化を望んだのである。そしてまた実際にこの施設に
連行しなくとも，あるいは通報しなくとも，ブライドウェルへの送付を脅
しに用いて服従させることも可能であったことは容易に想像できる。
⽛怠惰⽜や⽛不品行⽜，また⽛反抗的⽜といった道徳領域が，このよう
に人々を支配する手段とされたが，上記の事例にも見られるように，この
支配は都市当局から民衆への一方向的なものではなかったのである。民衆
自身にも道徳の取り締まりに加わり，それを押し進める動きが存在した。
道徳は民衆を支配する道具になり得たが，それを受け入れる民衆もまた存
在したのである。
ブライドウェル矯正院が道徳の取り締まりに一応の成功を収めたことか
ら，これに似たような施設が，この後イギリス中に設立されることになる。
そしてさらに，このようなイギリスの動きに影響されたヨーロッパ諸国が，
同様の監禁施設を次々に設立していった
(17)
ことから，ヨーロッパは⽛大いな
る閉じ込め
(18)
⽜の時代を迎えることになる。
(17) 乳原孝，前掲書参照。
(18) ミシェル・フーコー，田村俶訳⽝狂気の歴史⽞新潮社，1975年，第一部，
第 2章。
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